
１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間のわが国の経済は、政府による景気対策の継続などにより企業収益や雇用の改善など

回復基調が見られ、個人消費についても緩やかな回復基調が見られます。 

 そうした状況のなか、当社グループは「“あったらいいな”をカタチにする」をブランドスローガンに、お客様

のニーズを満たす新製品の発売や、既存製品の育成、今後の成長事業への投資に努めてまいりました。 

 その結果、売上高は117,789百万円（前年同期比1.7％増）、営業利益は20,296百万円（前年同期比3.7％増）、

経常利益は21,447百万円（前年同期比4.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は15,245百万円（前年同期

比10.7％増）となりました。 

 

セグメントごとの経営成績の概要は次のとおりです。 

 従来、「その他事業」に含めておりましたKobayashi Pharmaceuticals of America,Inc.は、2019年１月１日付

で、当社の連結子会社で「海外家庭用品製造販売事業」に区分されるKobayashi Healthcare International,Inc.

を存続会社とする吸収合併により消滅しており、以下の前年同期比較については、前年同期の数値を変更後のセグ

メント区分方法に基づき作成した数値で比較しております。

 また、2018年６月８日付で行われた江蘇中丹製薬有限公司（現：江蘇小林製薬有限公司）の持分取得に伴う企業

結合について、前第３四半期連結会計期間は暫定的な会計処理を行っていましたが、前連結会計年度末に確定した

ため、前年同四半期連結累計期間との比較・分析にあたっては、暫定的な会計処理の確定による見直し後の金額を

用いています。

 

国内家庭用品製造販売事業 

 当事業では、歯周ポケットの汚れや歯垢を効果的にかき出す「生葉45°磨きブラシ」や、ヤニ除去力・ステイン

除去力を持つ炭粒配合の歯磨き「タバコスミガキ」、アロマキャンドルのような甘く濃厚な香りを楽しめるスティ

ックタイプの芳香剤「Sawaday香るStick アロマキャンドル」、美容液成分を配合した目元までカバーする夜用保

湿マスク「しっとり美肌マスク」、古い角質をふきとることでお肌のターンオーバーを促進してシミ対策成分をお

肌に浸透させる化粧水「ケシミンふきとり シミ対策液」など春に10品、秋に19品の新製品を発売し、売上に貢献

しました。

 既存品においては、ヘルスケアでは肥満改善薬「ナイシトール」、女性保健薬「命の母」、舌下錠タイプのいぼ

痔治療薬「ヘモリンド」やちくのう症改善薬「チクナイン」などの漢方薬が、日用品では水洗トイレ用芳香洗浄剤

「ブルーレット」や上質な香りのインテリアフレグランス「Sawaday香るStick」、おりもの専用シート「サラサー

ティ」などが、スキンケアではニキビ・肌あれ予防の薬用ローション「オードムーゲ」やシミ対策スキンケア「ケ

シミン」などが好調に推移しました。

 

 その結果、売上高は97,527百万円（前年同期比2.0％増）、セグメント利益（経常利益）は18,258百万円（前年

同期比1.4％増）となりました。営業利益は18,238百万円（前年同期比1.2％増）となりました。 

 売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は当第３四半期連結累計期間では

5,274百万円となっております。 

 

（外部顧客への売上高の内訳） 

 

 

前第３四半期連結累計期間 

（自 2018年１月１日 

至 2018年９月30日） 

当第３四半期連結累計期間 

（自 2019年１月１日 

至 2019年９月30日） 

増減 

  金額（百万円） 金額（百万円） 
金額 

（百万円） 

増減率 

（％） 

 ヘルスケア 44,595 45,595 999 2.2 

 日用品 39,217 40,241 1,024 2.6 

 スキンケア 4,629 5,573 944 20.4 

 カイロ 2,361 842 △1,519 △64.3 

 合計 90,805 92,253 1,448 1.6 
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海外家庭用品製造販売事業 

 当事業では、米国・中国・東南アジアを中心に、カイロや額用冷却シート「熱さまシート」、外用消炎鎮痛剤

「アンメルツ」などを販売しており、広告や販売促進など積極的に投資することで、売上拡大に努めました。 

 その結果、売上高は18,186百万円（前年同期比4.6％増）、セグメント利益（経常利益）は1,249百万円（前年同

期比60.8％増）となりました。営業利益は1,174百万円（前年同期比52.2％増）となりました。 

 売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は当第３四半期連結累計期間では

809百万円となっております。 

 

（外部顧客への売上高の内訳） 

 

 

前第３四半期連結累計期間

（自 2018年１月１日

至 2018年９月30日）

当第３四半期連結累計期間 

（自 2019年１月１日

至 2019年９月30日）

増減

  金額（百万円） 金額（百万円）
金額 

（百万円）

増減率 

（％）

 米国 5,036 4,776 △260 △5.2

 中国 6,241 6,919 678 10.9

 東南アジア 3,304 3,734 429 13.0

 その他 2,021 1,945 △75 △3.7

 合計 16,604 17,376 772 4.7

 

通信販売事業 

 当事業では、栄養補助食品、スキンケア製品等の通信販売を行っており、広告やダイレクトメールを中心とした

販売促進による、新規顧客の開拓と既存顧客への購入促進に努めました。 

 その結果、売上高は7,350百万円（前年同期比2.1％減）、セグメント利益（経常利益）は191百万円（前年同期

比1.4％減）となりました。営業利益は189百万円（前年同期比0.2％減）となりました。 

 売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおりません。 

 

その他事業 

 当事業には、運送業、合成樹脂容器の製造販売、保険代理業、不動産管理、広告企画制作等を含んでおり、各社

は独立採算で経営し、資材やサービス提供についてその納入価格の見直しを適宜行いました。 

 その結果、売上高は5,018百万円（前年同期比2.6％増）、セグメント利益（経常利益）は2,204百万円（前年同

期比6.6％増）となりました。営業利益は585百万円（前年同期比27.5％増）となりました。 

 売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は当第３四半期連結累計期間では

4,209百万円となっております。 

 

 

(２)財政状態に関する説明

 総資産は、前連結会計年度末に比べ6,171百万円減少し、222,615百万円となりました。主な要因は、現金及び預

金の減少（10,244百万円）、受取手形及び売掛金の減少（3,820百万円）、有価証券の増加（4,674百万円）、商品

及び製品の増加（5,602百万円）、仕掛品の増加（677百万円）、土地の増加（622百万円）、のれんの減少（912百

万円）、投資有価証券の減少（5,371百万円）、繰延税金資産の増加（976百万円）、投資不動産の減少（151百万

円）等によるものです。

 負債は、前連結会計年度末に比べ7,082百万円減少し、55,455百万円となりました。主な要因は、支払手形及び

買掛金の増加（753百万円）、電子記録債務の減少（584百万円）、短期借入金の減少（500百万円）、未払金の減

少（5,550百万円）、未払法人税等の減少（1,000百万円）、賞与引当金の減少（1,092百万円）等によるもので

す。

 純資産は、前連結会計年度末に比べ911百万円増加し、167,160百万円となり、自己資本比率は75.1％となりまし

た。主な要因は、利益剰余金の増加（9,832百万円）、自己株式の増加（7,999百万円）、為替換算調整勘定の減少

（852百万円）等によるものです。

 

(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2019年12月期の連結業績予想につきましては、2019年１月31日付け公表の「平成30年12月期 決算短信」に記載

の業績予想から変更はありません。
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